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由

j呆

i選

嬢

調

査

~::J 歯

市
で
は
年
む
と
に
ふ
え
-
Q
同
川
健
康
保
検
の
医
療
仰
は
何
に
基
川
ぃ
リ
一
る
か
九
ゲ
う
き
と
め
て
手
保
健
ぬ
設
出
向

心
資
料
に
す
る
た
め
、
年
齢
測
に
多
わ
病
気
と
医
照
宮
は
ど
ん
な
病
気
に
多
く
勺
一
L
わ
れ
て
い
る
か
を
五
月
一

カ
月
の
た
町
分
に
つ
い
て
ま
と
め
℃
み
ま
し
た

n

ふ
一
の
仲
数
は
八
千
七

γ

一
円
件
で
一
勺
一
ヰ
八
一
円
六
十
万
円
に
の
ぼ

っ
て
い
ま
す

J

'
'
明
}

1
1
1
F
 

t也唱
d
E
 

理
り
ま
せ
ん
。

谷
一
浬
由
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
と
い
き
お
金
と
非
行
と
は
、
必
常
に
深
い

一
は
別
と
し
て
、
は
っ
き
り
し
な
い
u

と
関
係
が
お
り
ま
ナ
。

の

注

防

げ

る
ち

f
円f

t
 

あ
品川

M
7
1
t
i
l
l
l
i
-
-
1
1
1
!
i

m一
一
三
も
が

1
2が
い
や
に
な
っ
一

人
一
同
士
た
よ
う
な
場
合
不
良
と
つ
き
あ
っ
一

4

-

「

献
一
一
て
い
る
場
合
i
異
性
と
窓
際
を
は
じ
一

点
一
め
た
場
合
l
家
出
し
た
山
崎
八
口
l
キ
ャ
一

J

一

一

-

制
一
一
ン
プ
な
ど
に
行

J
J
t

た
い
と
い
い
だ
し
一

一
一
だ
回
明
白
1
乏
額
の
ロ
金
を
ね
だ
ら
れ
一

一
ゃ
ん
場
合
l
ア
ル
バ
イ
ト
J

た
し
た
い
と
-

一
一
い
い
だ
し
と
山
町
合
i
こ
ん
な
場
合
一

一
一
税
は
ど
っ
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
。

一
一
こ
こ
に
L
あ
一
つ
を

児
唱
館
の
こ
と
あ
会
を
見
守
的
句
い
一
事
業
計
画
と
ん

γ

一則人味
r

一
を
き
め
た
あ
と
一
ト
i

l

-

-

っ
と
う
健
全
な
遊
び
場
に
し
よ
う
と
ほ
一
役
民
を
選
出
し
ま
し
ゃ
河
一

親
yb五
十
人
波
、
八
日
児
童
館
に
ほ
提
去
一
お
も
な
役
時
次
グ
ど
お
り
。
敬
祁
陥
↑

門
ノ
、
児
牛
刀
宿
泊
伺
淘
ク
一
フ
一
一
ノ
示
結
成
し
ま
一

O
毘
蓑
!
川
軒
以
子
、
治
倉
好
一

し

た

。

一

子

、

小

泉

ツ

タ

工

、

れ

い

し

一

書

記

I

大
会
は
、
羽
一
イ
ハ
イ
キ
ン
グ
マ
ク
リ

J

一
ぎ
み
、

O
〈

R
J
1久
保
因
究
け
ヴ

ス
守
一
二
の
行
事
を
台
む
四
十
一
一
年
度
の
一
本
里
美
…

意

ヅ生きれ/ 母親
童
山
日

児
自

し
あ
仰
せ

の
指
令
一
を

島
内

場
合

ザ
tp しか

共

同

干

害

対

策

事

業

調

査

中



十

市

内

の

一

日

校

(

大

洲

一

口

問

、

大

洲

農

高

一

掃

除

や

川

町

岬

慌

の

奉

仕

を

し

ま

し

た

。

一

こ

れ

は

、

そ

の

一

法

物

が

危

段

性

が

あ

日

ま

か

リ

間

違

え

ば

白

分

た

ち

の

命

)

↑

荷

量

耳

石

V
Y
S会
員
四
十
五
一
日

F8家
庭

的

な

書

記

恵

亘

っ

た

り

、

盃

ー

で

あ

っ

て

は

本

人

は

一

幕

た

れ

る

の

で

す

か

ら

、

敵

襲

に

位

一

人

は

敬

老

の

日

の

十

五

日

、

ひ

と

り

さ

一

な

い

お

と

し

よ

り

は

、

孫

が

一

を

に

お

一

も

と

よ

り

他

人

に

ま

で

迷

惑

を

及

ぼ

工

作

戸

え

て

す

べ

て

に

渦

倍

、

周

到

に

計

一

ぴ

し

く

暮

ら

し

て

い

る

お

と

し

よ

り

の

一

お

ぜ

い

で

コ

豆

~

ょ

う

だ

と

い

ろ

い

ろ

話

一

乙

と

が

あ

る

た

め

で

、

と

く

に

次

の

よ

一

一

川

、

実

施

さ

れ

た

も

の

で

あ

る

こ

と

一
家
庭
十
五
世
帯
を
手
分
け
し
ζ
討

問

、

一

し

て

い

る

う

ち

に

、

心

か

ら

、

フ

ち

と

け

一

う

な

以

に

つ

い

て

注

波

を

払

っ

て

い

ま

一

も

、

私

た

ち

は

も

う

一

度

考

え

て

み

一

家

庭

内

外

の

清

掃

や

…

叫

門

川

札

、

心

の

こ

も

一

て

笑

い

が

で

る

よ

う

に

な

り

、

昔

ぱ

な

一

寸

〕

一

た

い

と

思

い

ま

す

。

日
一
っ
た
慰
問
旦
聞
を
お
ノ
る
ほ
か
、
話
し
主
し
に
禁
一
さ
か
せ
ぶ
に
は
重

ζ

ま

ず

敷

地

に

つ

い

て

は

①

湿

宗

つ

一

大

洲

城

主

戸

一

定

っ

て

、

長

。

一

-

放

尿

す

る

生

比

も

あ

っ

一

工

大

は

し

ゃ

主

よ

す

ぎ

は

し

な

い

か

。

ま

た

排

水

が

と

年

月

多

く

の

人

に

円

/

』

巳

一一

，

、
J

お
と
し
上
り
一
ぼ
こ
の
ぬ
か
い
訪
問
に
一
主
ま
く
で
き
る
土
地
で
あ
る
か
②
川
水
一

ω一
一

ち

が

ど

ん

な

に

苔

局

一

之

口

見

レ

忘

し

て

よ

ろ

こ

ん

で

い

ま

し

だ

0
7れの
多
い
土
地
に
建
て
よ
う
と
し
-

J

し

た

か

と

い

う

優

主

ヲ
一

h
リ

斗

ミ

こ

う

し

た

こ

と

が

下

カ

ケ

と

な

二

ιは
い

な

い

か

き

み

、

そ

の

他

不

法

一

こ

と

は

別

と

し

年
一
わ
い
日
メ
コ
て
会
っ
た
び
に
ヂ
ラ
チ
ャ
ン
一
戸
丸
一
定
な
も
の
で
埋
立
を
し
た
土
地

Z
一

て

こ

の

き

2
一

時

S

広
三
と
い
う
て
声
帯
百
け
る
な
ど
↑
い

3
5
2
7一
に

よ

る

被

害

の

一

こ

れ

ほ

ど

長

規

模

な

土

木

、

建

築

4
一

U
の

Y

日
ん

Jι
高

校

生

ら

じ

い

態

度

に

好

一

お

七

れ

の

あ

る

害

じ

は

な

い

か

⑤

忠

一

工

事

は

互

に

な

い

乙

と

で

し

た

の

和

一

/

、

川

を

rtて
ー
す
。
一
立
地
な
ど
に
つ
い
1

て

一

町

ょ

う

へ

き

そ

一

城

の

守

り

の

一

部

と

L
℃
建
て
ら

昭

一

斗

3

V

ま
た
、

ζ
の
ほ
か
夫
ホ
1
ム
も

4
2が
安
全
で
あ
る
か
ー
な
ど
を

E
一

れ

た

こ

の

を

ム

「

佐

〈

わ

れ

た

外

一

W
3
1
F
A

者

一

れ

、

菓

子

、

く

だ

も

の

な

ど

を

お

く

り

一

し

、

是

正

で

き

る

も

の

は

必

ず

是

正

し

一

堀

が

肱

川

の

水

を

利

用

し

て

満

々

と

一

ι/

の

か

く

し

古

室

披

露

し

て

お

と

し

よ

り

え

た

め

と

で

な

け

れ

ば

建

て

ら

れ

な

い

乙

一

た

た

え

ら

れ

、

石

翠

の

一

両

さ

や

法

(

一

/

し
i
i

言

、

慰

め

ま

し

た

。

一

と

に

な

っ

て

お

り

、

う

ま

く

で

き

な

い

一

の

り

)

と

深

い

関

係

の

上

に

建

て

ら

盟

E
'
h
・
2

R

i

U

A

|

一

一

一

品

E
奇

和

一

よ

う

な

場

所

に

つ

い

て

ほ

速

写

-

E

i

-

-

1

1

1

J

l

ド

鴎
一

Y
J

需
建
物
を
災
醤
一
が
禁
ず
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
ま
た
都
市
計
画
区
域
外
に
つ
い
て
も
一
げ
ま
す
」
こ
と
で
き
と
五
説
明
し
て
い
一
で
あ
り
ま
す
む
一
す
。
現
品
と
所
持
許
可
証
糸
川
っ
て
検
一
寒
さ
が
や
っ
て
き
ま
す

o
Eに
と
り
一
党
十
月
の
家
事

幸
一
岡
山
明
一
ー
か
ら
守
ず
つ
う
一
次
に
建
物
に
つ
い
て
も
、
そ
の
撞
旦
住
宅
を
建
て
る
人
は
、
万
一
の
場
合
竺
ま
ず
。
一
な
お
主
主
、
こ
の
た
め
に
、
肉
入
者
一
査
護
人
け
て
く
だ
さ
い
。
一
出
し
て
、
部
分
品
な
主
主
ろ
一
え
、
火
一
マ
ぜ
ん
た
く
@
大
掃
除

(

f

一
季
る
位
置
、
道
路
と
の
擦
な
ど
い
一
考
え
て
宅
地
生
物
と
も
に
十
分
注
意
一
市
教
育
委
雲

5
4人
式
宅
一
の
ミ
こ
は
、
肩
身
の
せ
ま
、
馬
主
主
、
こ
れ
ま
で
に
行
な
っ
た
各
地
一
川
を
き
れ
い
に
し
、
ホ
コ
刀
よ
け
の
ピ
一
十
月
に
は
い
る
五

一
手
に
な
っ
て
宮

20
一
ι日
品

目

立

山

口

Lろ
い
ろ
な
制
限
量
け
て
あ
む
よ
れ
一
を
は
ら
い
、
判
断
に
回
る
ょ
っ
な
と
き
一
に
青
年
の
官
に
ふ
さ
わ
し
く
、
清
白
丁
目
川
出

2
2
U
L
R諮
問

咋

も

、

i
一
一
生
パ
ー
を
つ
け
て
ぶ
つ
で
も
一
安
感

E
fも

の
の
か
わ

「
一
会
員
は
こ
れ
ま
で
に
も
作
年
ど
む

τ寄
る
た
め
こ
、
国
男
子
;
下
左
て
て
い
く
草
案
害
か
ら
守
一
は
、
±
事
務
所
忠
臣
右
翼
一
所
で
に
し
て
簡
素
で
あ
り
一
品
の
充
実
し
一
人
が
な
い
と
も
限
り
ま
せ
ん
寸
)
昇
、
場
所
一
使
え
る
よ
う
に
し
℃
お
き
ま
し
ょ
う
。
一
き
も
悪
〈
な
り
一
ま
て
小
さ
な
も
の
は

躍
固
に
わ
た
っ
て
、
一
二
十
九
世
帯
呂
町
一
ド
れ
ま
:
り
な
い
底
量

F
U
Eフ
紅
一
室
払
っ
て
い
ま
す
o

一
問
談
じ
て
く
ぎ
ぃ
。
一
た
行
事
と
す
る
こ
と
に
努
力
し
て
三
若
で
は
戸
入
者
、
病
室
ひ
一
五
月
一
f

9

月

初

訪

日

一

妻

賢

ι一
度
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
一
会
の
つ
い
で
に
洗
い
、
ふ
ろ
場
に
小

了

て

慰

め

、

お

と

し

よ

り

に

た

い

へ

ん

一

い

ま

す

。

一

一

し

だ

「

と

し

て

、

成

人

者

並

び

に

一

年

回

、

婦

人

会

な

ど

の

理

解

と

協

力

で

一

犬

山

~

一

室

屋

書

一

試

験

し

て

み

て

そ

乙

と

。

青

島

津

り

、

夜

の

う

ち

に

を

一

言

て

い

ま

す

。

一

こ

れ

に

よ

れ

ま

す

し

」

都

市

上

持

ち

あ

わ

せ

の

洋

服

で

一

明

明

言

語

一

訪

日

則

前

日

石

一

c暗
汗

討

さ

言

語

一

日

目

見

詰

間

一

目

HUH-

一

V
Y
Sは
、

一

グ

ル

ー

プ

六

人

で

市

一

城

に

見

宅

を

建

て

る

場

合

に

は

、

そ

の

一

一

一

一

一

前

一

内

の

六

五

以

上

の

ひ

と

り

荘

ら

し

の

一

品

に

取

り

か

か

を

土

喜

一

成

人

式

に

は

気

が

る

に

百

三

日

九

九

よ

ろ

こ

は

一

い

訂

目

別

問

問

一

L
F刻
良

じ

紅

巳

十

日

一

口

紅

一

。

冬

型

の

洗

た

く

の

一
生
活
保
護
を
う
け
て
い
る
家
庭
を
訪
問

τ薬

事

に

、

建

築

の

確

章

受

一

一

し

か

し

な

が

ら

二

た

一

す

残

念

に

王

の

肯

さ

ん

が

、

要

な

服

装

で

警

一

統

番

号

の

ケ

タ

数

の

少

な

い

も

の

一

一

う

で

す

o

あ
る
郊
外
の
家
に
「
消
防
し
一
マ
大
掃
除
I
十
月
は
完
し
ぐ
れ
る
日

↑
季
節
の
く
だ
も
の
や
花
を
買
っ
て
ブ
よ
り
な
け
れ
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
五
雲
祝
日
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
一
な
に
な
っ
た

E
E号
、
み
ず
か
す
い
ま
す
こ
と
は
、
近
年
ま
す
ま
す
限
一
に
申
し
て
く
て
さ
る
よ
う
関
係
者
の
一
ま
た
は
銃
番
号
の
つ
い
示
な
い
子
で
す
が
、
苦
労
軍
備
え
よ
が
多
い
も
の
で
す
。
買
え
臼
を
え
ら

マ

ン

卜

し

た

あ

と

、

ゆ

き

と

ど

か

な

い

一

い

ま

す

。

言

、

成

人

223hい
は
、
「
お
と
一
ら
生
き
ぬ
ζ
っ
と
す
る
育
年
率
い
は
す
か
華
美
に
な
り
、
成
人
の
日
の
主
義
主
一
お
願
い
巾
し
上
げ
ま
す
。
一
帯
検
査
の
と
き
に
銃

i
T一
だ
さ
い
」
と
小
法
消
火
己
主
主
一
ん
で
、
大
掃
除
の
予
定
を
た
て
ま
し
ょ

ア
ー
1
l
i
l
i
-
-
J
1
1
1
1
1
H
i
l
l
i
-
-一

E
E
-
-
d乏
し

「

(

日

行

委

員

会

)

一

打

刻

し

て

詩

主

一

み

に

f
o
i
-一う

o屋内と
舞
に
門
家
族
全
ロ

三

一

」

し

議

い

同

~

委

員

し

一

一

一

一

ー

ー

I

l

l

i

-

-

-

一
色
消
防
し
ょ
と
叩
聞
き
違
え
て
、
戸
を
萌
一
の
協
立
ゲ
縛
て
、
手
を
ぬ
か
な
い
よ
う

一

改

革

日

町

駅

日

町

献

臨

時

四

」

叩

前

訂

翻

需

品

士

二

市

誌

編

き

ん

舎

が

発

問

地

一

人

権

法

律

相

談

一

け

て

中

ヘ

い

れ

ま

し

た

o

し
ゃ
を
し
ょ
一
に
、
長
い
に
し
ま
し
ょ
っ
。
つ
い
で

一
一
一
日
同
組

:
-
E
J
J
r

一

る

待

一

」

沢

町

宮

発

介

』

l

井

町

蕗

駒

山

需

一

工

一

女

と

き

九

月

二

十

七

日

一

と

閉

さ

h

与
え
一
一
」
¥
れ
る
こ
と
を
予
期
し
一
に
え
を
斗

r

え
る
室
内
の
模
様
が
え
な
ど

上

一

年

一

石

年

語

間

諜

岡

西

石

関

今

f

村

何

一

目

立

(

問

恒

三

一

市

で

ほ

地

仁

川

自

治

法

む

一

汀

一

干

周

年

一

演

い

三

年

「

。

一

午

前

十

時

1
午
後
二
一
時
一
ご
い
た
ょ
っ
で
す
。
そ
の
社
名
は
0
0
一
も
す
ま
せ
た
い
も
の
で
す
、

貫

一

周

zト
ノ

民

に

J

J

J

員

合

γ

犯

し

珂

話

れ

竺

一

一

三

¥

一

l

い

ー

ト

|

一

一

一

コ

一

日

韓

再

j
f

加

P

~
証

長

」

長

所

」

委

総

長

町

一

ご

富

市

左

土

一

義

~

L

し

て

耳

一

綱

交

の

準

備

を

一

一

女

と

こ

ろ

ご

一

雲

量

一

消

防

社

と

い

い

ま

し

た

。

こ

の

よ

う

に

す

照

明

の

く

ふ

う

1
月
末
に
立
通

一

円

/

日

書

行

と

参

ゾ

「

時

国

?
-
E
台

史

門

と

諜

也

君

主

主

川

三

す

す

め

て

い

ま

し

こ

:

八

月

二

六

一

寄

生

虫

い

っ

せ

い

一

目

。

急

ん

で

お

T
J人
権
j

i
一

号

カ

1
ま
売
J
込
み
こ
熱
心
手
一
宮
始
ま
り
、
夜
な
べ
仕
事
も
ぞ
な

刷

.
1
μ
2
白

地

↓

刊

誌

駐

日

時

清

明

日

m
i
豆

町

出

土

十

一

日

に

初

会

会

開

訂

誌

編

さ

ん

会

L
検
慣
の
倍
程
一
な
ど
を
お
話
し
く
だ
「
一
秘
情
は
国
一
が
と
引
く
、

U
れ
二
九
ば
ど
ん
な
一
る
こ
ろ
で
す
o

照
明
の
〈
ふ
つ
は
た
レ

い

に

人

の

治

さ

ん

何

)

洲

E
)酬
務
土
化
)
光
工
日

J
型
戸
川
河

(
G

同
一
一
一
発
足
し

Eο

一
。
提
出
先
大
地
区
は
保
険
衛
生
課

7
2解
決
へ
の
雲
救
え
て
い
た
一
¥
火
災
も
ち
と
め
号
ら
い
威
力
を
も
一
せ
つ
な
こ
さ
に
、
表
裏
さ
れ

制
ノ

ω
町

二

対

主

1
謀

総

旦

高

E
市

三

f
y昌

司
一
一
一
と
の
市
誌
は
一
川
!
の
隆
史
と
伝
統
一
言
め
る
日
そ
の
他
の
地
区
は
君
子
手
。
相
談
は
誌
で
す
。
つ
工
い
ま
す
と
い
っ
た
売
り
こ
み

i
zで
す
自
主
的
る
け
れ
ば

唱

長

沢

刷

古

川

君

叩

日

目

山

花

網

代

佐

十

二

を

後

世

に

語

、

将

来

の

市

議

に

役

一

大

型

車

区

日

月

口

-mB
一

一

ず

る

よ

う

で

す

。

一

ょ

い

と

い

う

も

の

一

三

は

あ

り

ま

せ

ん

町

周

市

刀

官

士

古

川

問

問

問

世

間

川

竺

一

軒

九

日

刊

誌

i
d
訂
正
h
野

町

一

J
一

山

田

一

〆

毛

一

れ

た

れ

れ

れ

下

町

一

昨

日

品

目

立

三

日

[

号

l

i

l

i

l

i

-

-

i

!

い

同

じ

一

日

間

一

同

日

間

一

生

存

一

山

山

下

ト

ギ

7
-
u
u許
可

誌

に

揺

れ

れ

早

川

門

誌

ぃ

f

u

r

t

F
一
こ
ど
も
の
交
連
事
故

ι託

ι
:旨
示
主
守
砧
主

一

第
一
乙
ω

町

瓜

?

耳

-

乙

;

ど

Eも

i
の皇主言淀宗zE
川泌事害加事苦i
事
需E故
陸
は
家

55
か
22
らE一二一干十一;と之3も
た
に
貴
雪
言fい

ν22/
ぐ三ろ¥~ら示Aつつ五五一h白れ白2の支長又
議
献
、
資
旦
一
=
三
;
蕎
苧
げ

H

印
由
日
一
〆
延
、
/
ミ
ミ
ミ
溢
?
恥
¥
¥
¥
、
一
一
可
叫
辻
山
サ7メ千i|lトル詰以関内

2ιぷ
い
の
効
勇

1カ
セJしJ

一弓た

ι
官
は
必

11。か乏さ
草
や
電

55
球奇Eは旦一

一

f

メ
ー
ト
ル
以
内
で
多
発
、
乙
ど
も
の
交
一
誌
を
わ
れ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
一
空
宇

H

N
白

日

一

番

4/f
す
ご
い
と
考
え
て
ノ
¥
だ
さ
し
一

U
て
も
き
れ
い
に
よ
主
主
と
し
て
一

h

、

い

f

v

E

〆
通
事
故
が
ふ
一
そ
い
ま
す
。
し
か
も
白
一
よ
い
機
会
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
一
五
千

w

同

日

一

d

一
と
く
に
、
火
災
の
種
類
|
木
村
吉
一
お
い
て
く
だ
さ
い
。
仕
事
を
す
る
と
と
一

J

団

机

逼

寸

宅

需

か

ら

完

わ

ず

zか
企
干
支
メ
l
l
ト
よ
ル
以
民
内
の
旦
一
ヰ
ま
柔
品
毘
た
、
乙
ら
の
事
霊
業
呈
完
河
漬
警
成
警
き
主
せ
る
是
主
た
立
一
一
吹
十
月
の
す
ま
い
一
で

Z-
え三え三る場警合、削哲や電雪雲己気丸に

5よヅ勺長火ゑ災の空一ろ季ず在
z一

必
必
要
雲
な
朋
る
言
さ
に
伝
し
た
左
ら
ほ
京
か
ば
巴
一

日

仏

づ

」

d

R

事
一
帯
め
に
、
市
で
け
い
全
機
能
を
あ
げ
て
こ
れ
一
銃
砲
、
刀
剣
類
め
検
査
一
円
、
時
一
貯
器
具
の
手
入
れ
l
そ
ろ
そ
ろ
隠
一
場
合
と
別
々
の
成
分
の
消
火
田
市
内
そ
の
ヤ
分
の
一
ぺ
ぐ
ら
い
の
暗
さ
が
理
想

ノ

ち

ぺ

軽

，

サ

/

汚

児

の

に

あ

た

っ

て

い

ま

す

が

、

市

民

の

み

な

一

と

と

し

の

銃

砲

、

力

制

類

の

い

っ

せ

一

一

房

器

具

の

手

入

れ

の

時

期

に

な

り

ま

し

十

で

す

。

壁

掛

処

置

を

し

た

ら

す

ハ

的

で

、

同

に

み

る

関

川

に

唱

日

が

で

き

ノ

の

よ

「

一

一

一

-

-

I

う
。
さ
ん
が
た
に
も
全
面
的
な
む
慨
力
を
お
一
い
検
査
が
各
地
区
で
行
な
わ
れ
て
い
ま
一
た
。
ま
だ
早
い
と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
一
署
へ
一
。
こ
れ
が
鉄
則
で
す
o

D

と
日
な
疲
れ
さ
せ
る
と
レ
わ
れ
ま
す

一
十
九
年
に
解
体
修
理
さ
れ
た
南
隅
櫓

白印

一棟

通

(昭市32年6月!日目指定)
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又

))1] 

安重
第
三
一
六
同
に
は
大
洲
城
ザ
中
削
除
を

記
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
三
の
丸
南

開
刷
機
の
番
に
し
ま
し
ょ
う
。

天
然
九
ゲ
じ
う
ま
く
利
用
し
て
守
り
に

万
全
の
構
え
を
し
た
の
が
で
し

た

れ
た
も
の
で
、
軍
一
日
直
め
ら

れ
た
後
の
櫓
の
何
一
阻
は
大
変
出
め
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
乙
と
を
統
一
記
し
ま

し
ょ
う
。

こ
の
川
口
一
一
重
二
階
居
、
屋
根
は

入
州
出
直
り
の
一
本
五
百
で
日
志
の
域

独
特
の
白
漆
喰
J
」
り
、
一
階
三
O
J

袋
飾
的
な
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
一

が
、
内
部
に
は
い
っ
て
み
る
と
三
角
一

形
の
鉄
砲
決
滑
(
主
主
)
が
あ
っ
た
一

り
、
隠
L
の
円
形
狭
山
が
二
カ
所
監
一

に
注
り
こ
め
し
て
万
一
の
一
際
に
備
え
一

で
あ
り
ま
す
。
又
窓
も
苧
相
隠
と
同
一

様
に
小
さ
く
、
紋
も
少
な
ぐ
山
内
的

に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
も
滋

何
学
的
に
伊
ら
れ
た
外
相
川
や
I
T
Wぶ

ふ
さ
わ
し
く
山
も
喰
M
字
的
で
、
僅

か
に
屋
根
や
じ
刊
の
し
な
ど
に
由
絞
を

入
れ
て
、
武
人
の
信
一
げ
八
一
b
し
く
剛
直

さ
の
巾
に
も
佐
美
さ
一
を
こ
め
た
名
建

築
を
造
り
ま
し
た
。
昭
和
子
二
十
九
年

十
一
月
か
ら
一
カ
年
を
か
け
て
一
解
徐

修
理
さ
れ
て
、
附
近
の
ク
日
マ
ア
の

糾
に
け
え
て
大
洲
観
光
の
一
役
を
荷

っ
て
い
ま
す
。

(
市
教
委
社
会
教
育
課
)

え」

こ

め

る

五
平
方
メ
ー
ト
ル
、
二
阿
川
ほ
二
0
・

二
八
平
万
メ
ー
ト
ル
で
す
。
こ
の
櫓

の
椋
札
に
は
間
利
一
二
年
こ
七
六
六

年
)
に
改
築
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
吋
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
似
川
も

一夜十

ω一
世
で
あ
り
、
一
附
東
南
関
に

あ
る
一
七
落
し
も
実
戦
の
構
え
で
な
く

図
書
箱
明
暗
胤
問

H
新
刊
図
書
襲
内
い

愛
媛
県
内
ム
出
火
図
書
館
所
蔵
郷
土
託

料
総
合
目
以
「
以
訂
胤
補
絞

川

窓

口

可

一

円

一

歌
川
反
早
口
舞
台
(
何
竹
鈴
俊
)
一

羽
代
家
庭
教
育
事
県
(
川
秀
一
一
回
他
)
一

千戸
L
生
亙
る
お
し
れ
摂
一
)
一

p
p
T
o
A草
山

(JE
料
一
政
一
)
一

藤
川
勇
造
伊
品
集
(
守
川
民
一
郎
)
一

出
版
年
鑑
一
九
六
七
年
版
一

日
京
の
歴
史
別
巻
二
(
竹
内
理
ニ
)
一

日
去
の
歴
史
則
選
ニ
(
児
王
宰
多
)
一

日
本
の
歴
史
別
巻
四
(
小
西
四
郎
)
一

日
本
文
学
の
歴
史
2

(
高
木
市
宅
一

助

)

一

日
不
文
宇
の
岡
山
史
3
(
歌
山
皮
他
)
一

日
本
の
考
古
学
6

(
一
一
一
上
次
男
)
一

剣
難
女
難
(
吉
川
奨
治
)
一

y
ロ
モ
ン
mr最
後
(
篠
原
孝
)
一

一
め
る
大
統
領
の
冗
(
下
)
(
富
川
毅
一

訳

)

一

入
閣
の
運
命
第
五
巻
(
芹
沢
)
自

主

物

語

(

戸

製

夫

)

一

ひ

れ

五

(

げ

)

一

吾
妻
の
一
口
サ
ル
神
(

H

)

一

秋
田
犬
物
語

(

H

)

一

よ
〈
ぱ
り
と
ん
ぺ
え
(
お
は
な
し
一

文
庫
第
一

f
一

干

冷

)

一

奇
巌
城
(
怪
盗
ル
パ
ン
全
集
第
一

一巻
i
十

五

番

)

一

デ
サ
イ
ン
の
す
す
め
方
(
図
鑑
)
一

新
し
い
形
の
作
り
万
へ
げ
)
一

も
よ
う
と
か
さ
り

(

W

)

一

し
ら
せ
る
デ
ザ
イ
ン
(
リ
)
一

い
れ
も
の
の
デ
ザ
イ
ン

(

H

)

一

は
ん
が
の
す
す
め
万

(

H

)

一

は
ん
が
の
も
よ
う
(
げ
)
一

生
活
に
ゃ
く
だ
つ
は
ん
が
(
げ
)
一

新
し
い
は
ん
が
(
げ
)
一

発
聞
く
古
の
工
作
(
ク
)
一

の
り
も
の
の
下
一
作

(

H

)

一

も
け
い
の
工
作

(

H

)

一

おもち一円
γ

の
工
作
ハ
(
げ
)
一

生
活
に
や
ぐ
だ
っ
T
存

(

H

)

一

院
の
は
な
し
(
名
和
秀
雄
)
↑

よ
い
虫
・
わ
ゐ
い
虫
(
福
井
王
天
)
一

昆
虫
の
し
ら
べ
方
(
野
村
出
国
一
)
一

温
度
し
ら
ぺ
(
古
林
川
一
郎
)
一

お
た
ま
じ
ゃ
く
し
(
碓
井
議
雄
)
一

い
ね
の
洋
詰
(
太
田
仁
左
)
一

電
気
の
話
(
佐
藤
一
一
死
策
)
一

コパ
l
河
の
か
わ
が
ら
す
(
藤
原
)
一

斉
ざ
め
た
ぬ
服
(
松
広
清
張
)
一

死
神
の
座

t

(

高
木
彬
え
)


